
 

 

 
 

 

 
 

防災まちづくりを進めています 

～ 袋路の２方向避難等にご協力ください！～ 

平成２４年度に，六原学区では，『六原学区防災まちづくり会議』を立ち上げ，

路地のまちあるき調査や，路地の安全性を高めるために今すぐにできることを検

討し，所有者が協力して頂ける路地において，２方向避難ができるようにブロッ

ク塀に緊急用のドアを設置しました。 

また，『第４回 六原住ま

いの応援談』の参加者のみ

なさんへアンケート調査を

行ったところ，「自宅の耐震

性を高めたり」，「２方向避

難を確保する」ことが重要

であるとの回答が寄せられ

ました（右グラフ参照）。 

今後は，こうした結果を

踏まえ，建物の耐震化や路

地の安全性を高める活動を

地域の方と協力しながら進

めていきます。 

特に，袋路の２方向避難

については市の助成制度も

ありますので，ご協力頂け

る方は，お気軽に『六原学

区防災まちづくり会議』（裏

面参照）のメンバーまでご相

談ください。 
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１．避難路が狭い・段差がある

２．袋路で２方向への避難できない

３．避難路にいろんな物が置いてある

４．避難路に倒壊しそうな建物がある

５．自宅の耐震性・老朽化が心配

６．火事が発生した場合の燃え広がり

７．集合場所や避難所を知らない

８．特に不安なことはない

９．その他
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１．避難路の道幅を広げる

２．２方向への避難を確保する

３．避難路(路地)を適正に管理する

４．自宅を含む建築物の耐震性を高める

５．建築物を燃えにくくする

６．空き家等の危険な建築物を更地にする

７．地域での避難訓練等を充実する

８．特に対策の必要はない

９．その他

問．地震災害等が発生した場合に，ご自宅

周辺で心配なこと（複数回答） 

問．心配を解消するために必要な対策（複数回答）



 

 

 

■『六原住まいの応援談』で防災まちづくり活動について報告しました。 

平成２５年２月２１日，六原まちづくり委員会による『六原住まいの応援談』

で，六原自主防災会の活動や『六原学区防災まちづくり会議』(下記参照)が進

めている防災まちづくり活動について報告・意見交換を行いました。 

当日は，地域住民の方々やまちづくりに取り組んでいる方を中心に約 60 名

の方が参加され，路地が多く残る六原学区の防災上の問題や課題を共有し，安

心して住み続けられるためのまちづくりの必要性を再認識しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■『六原学区防災まちづくり会議』とは？ 

京都市等と連携して，地域の安全・安心に向けた防災まちづくりに取り

組むため，六原自主防災会が中心となって昨年夏に結成された組織です。

『市民しんぶん』（平成 25 年２月１日号)でも紹介されました。 

 

六原まちづくり委員会 NEWS 『号外』平成 25 年 4 月 12 日発行

坂田会長による自主防災会の活動報告 尾崎さんによるまちあるきの報告 堀尾さんによる対策の必要性の提案




